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別紙様式 府中市立南小学校 

 

 

平成３１年度全国学力・学習状況調査の 

結果をふまえた指導改善策 
 

Ⅰ 調査の概要 

１．調査の目的 

  ○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力 

や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

○上記のような取組みを通して、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立す

る。 

 

２．調査の対象 

  小学校第６学年・義務教育学校第６学年の児童 

  

３．調査の内容 

（１）教科に関する調査 

  ・国語 

  ・算数 

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

  ・児童に対する調査 

  ・学校に対する調査 

 

４．調査日時 

  平成３１年４月１８日（木） 

 

Ⅱ 学力調査の結果【小学校・義務教育学校前期課程】 

１．教科に関する調査結果（平均正答率※） 

※平均正答率とは、｢児童の正答数の平均｣÷｢設問数｣の値を、％で表わしたものです。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 国語 算数 

全 国 ６３．８ ６６．６ 

広島県 ６６ ６８ 

府中市 ７１ ６９ 

（南）小学校 ７８ ７３ 
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２．調査結果にみられる特徴と課題及び今後の改善策 

 

【国語】 

特徴と課題 

◇話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめることができる。（県＋２２．６％） 

◇目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読む。（県＋１６．２％） 

◇すべての項目で無回答がない。 

◆目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書く。（５０％、県＋１５．７％ 全

＋２１．２％） 

◆目的に応じて、質問を工夫する。（５５％、県 －１４．３％ 全－１２．４％） 

◇…相当数の児童ができている点 ◆…課題のある点  

 

改善策 

・必要な箇所から必要な情報を読み取ることができていないため、授業の中で、読み取る段落を指

定し、読み取らせる。 

・接続詞の意図・使い方を理解することができるように、接続詞を言い換える活動を行う。 

・語尾や接続詞に着目して、読む練習をする。 

・必要な箇所から文章を読み取り、まとめる練習をする。 

・条件を満たしているかを確認しながら、文章をまとめる。 

 

・類似問題に取り組み、問題の解き方を知る。 

 

【算数】 

特徴と課題 

◇棒グラフから、資料の特徴や傾向を読み取ることができている。（１００％） 

◇加法と除法の混合した整数と少数の計算をすることができる。（９５％） 

 

◆示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り立つ性質を言葉を用いて記

述できる。（３５％） 

◇…相当数の児童ができている点 ◆…課題のある点  

 

改善策 

・示された除法や乗法の式の意味を理解できていない。 

⇒計算を能率的にするための工夫をすることができるように、数を多面的に見る学習活動に取り組

み定着を図る。（授業する側） 

⇒計算が簡単になるという数学的な良さに気付き、生活場面や学習で活用できるよう、練習問題に

取り組むための時間をドリルタイムなどで設定する。 
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⇒数量の関係を捉えることができるようにするために、数直線や図などに表し、問題場面を把握す

ることができるようにする。（機械的な理解はできているが、その根本が理解できていない。） 

⇒国語の側面から見て、結論をかけなかったり、条件を満たせなかったりする解答が多いので、語

彙力や文章理解力、回答の仕方等の練習が必要である。 

・２月の数量関係領域のテストにおいて、通過率８０％を目指す。 

 

Ⅲ 学習状況調査の結果 

 

１．学習状況調査（児童質問紙）の結果にみられる傾向 

肯定的な回答の割合が、全国平均値よりも高かった項目 

（特に高かった項目は、太字で示している） 

・毎日、同じくらいの時刻に起きていますか。（１００％） 

・先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで教えて

くれていると思いますか。（１００％） 

・学級みんなで話し合って決めたことなどに協力して取り組み、うれしかったことがありますか。 

（９０．０％） 

・家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。（９５．０％） 

・今住んでいる地域の行事に参加していますか。（１００％） 

・外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思いますか。 

                                      （８５．０％） 

 

・朝食を毎日食べていますか。（１００％） 

・将来の夢や目標を持っていますか。（９０．０％） 

・難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。（９０．０％） 

・学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。 

・学校のきまりを守っていますか。（１００％） 

・いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。（１００％） 

・新聞を読んでいますか。（３５．０％） 

・日本やあなたが住んでいる地域のことについて、外国の人にもっと知ってもらいたいと思いますか。 

                                      （９０．０％） 

・学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組んでいる

と思いますか。（８５．０％） 

・５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思い

ますか。（８５．０％） 

・国語の授業の内容はよく分かりますか。（９０．０％） 

・国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり書いたりしていますか。（８５．０％） 

・国語の授業で文章や資料を読むとき、目的に応じて、必要な語や文を見つけたり、文章や段落どう

しの関係を考えたりしながら読んでいますか。（８０．０％） 

・算数の勉強は好きですか。（７５．０％） 

・算数の勉強は大切だと思いますか。（９０．０％） 

・算数の授業の内容はよく分かりますか。（８０．０％） 
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・算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。（９５．０％） 

・算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考えますか。（８０．０％） 

・算数の授業で新しい問題に出会ったとき、それを解いてみたいと思いますか。（８０．０％） 

・算数の問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方法を考えますか。（８５．０％） 

・算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するようにしていますか。（８５．０％） 

・算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか。（９０．０％） 

・今回の算数の問題について、言葉や数、式を使って、わけや求め方などを書く問題がありましたが、

どのように解答しましたか。 

 → 全ての書く問題で最後まで回答を書こうと努力した。（１００％） 

肯定的な回答の割合が、全国平均値よりも低かった項目 

（1番・２番共に、低かった項目） 

・５年生までに受けた授業で、コンピュータなどのＩＣＴをどの程度使用しましたか。（１０．０％） 

 

（１番を選択した割合が、全国平均よりも低いが、２番までを入れると、全国平均を上回っている） 

・学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか。（４０．０％） 

・昼休みや放課後、学校が休みの日に、本を読んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図

書室や地域の図書館にどれくらい行きますか。（４０．０％） 

 

・毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。（８５．０％） 

・家の人と学校での出来事について話をしますか。（７５．０％） 

・先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。（９５．０％） 

・学校に行くのは楽しいと思いますか。（９５．０％） 

・地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。（６０．０％） 

・授業でもっとコンピュータなどのＩＣＴを活用したいと思いますか。（８５．５％） 

・あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生かし

て解決方法を決めていると思いますか。（８０．０％） 

・道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでい

ると思いますか。（７５．０％） 

・国語の勉強は大切だと思いますか。（８０．０％） 

 

 

 

２．生活習慣・学習環境などに関する改善のポイント 

・朝は同じくらいの時刻に起きているが、寝る時刻にばらつきがある。 

→ 生活習慣の改善を、各家庭に呼びかける。（各種たよりや、学活における指導 等） 

・学習時間と読書時間との間に相関関係がある。限られた時間の中で、バランスよく学習・読

書ができるようにする必要がある。 

→ 読書３万冊の取組みを充実させる。 

→ 家庭学習において、２時間以上３時間未満の割合が５５％のため、読書にあてる時間が減

少傾向にある。そこで、学習時間よりも、学習内容の充実を図ることができるよう、家庭に

おいて、決められた時刻に学習を始めて終わることができるように呼びかける。 

・テストの解答時間が十分でないと答えた児童が多い。 
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→ 問題文に線を入れさせたり、問われている内容を瞬時に理解して問題を解くことがけきる

よう、繰り返し練習問題を解かせたりする。また、問題に慣れさせる。 

・地域の行事へ参加する児童の割合は、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の項

目を合わせると１００％であるが、地域のために、自分たちにできることはないか、考えて

いる児童の割合は、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」合わせても、６０％し

かない。 

→ 総合的な学習の時間において、児童主体で活動できる場を大切にする。また、地域の方の

関わり・協力は、当たり前のことではなく、自分たちの生活を支えてくださっていて、大切

で、かけがえのないものであると伝え、自分たちに何ができるか、考える機会を意図的に設

ける。 

・パソコンを使った授業にあまり触れていないため、ＩＣＴを活用したいという意識が高まり

にくい。 

→ ＩＣＴを教育場面で活用するための研修を行う。 

→ 各教室でＩＣＴを活用した授業が行える環境を整える。 

→ 児童自身のＩＣＴに対する知識と技能を高める。 

 

 


